
HIV感染症の基礎知識・
介護マニュアルの紹介について

令和８年３月
香川県健康福祉部感染症対策課

集団指導 配布資料

１.HIV感染症・エイズ患者における現状
・HIV感染症は、抗HIV療法の進歩による予後の改善に伴い、コントロール可能な
病気となり、⾧期存命が可能となっている。

・一方で、⾧期にわたり治療しながら生活する患者の高齢化が進んでおり、今後、
在宅生活が困難となる患者の数の増加が想定され、地域における⾧期療養体制の
整備が求められている。

2.後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針
・令和7年11月に「後天性免疫不全症候群に関する特定感染症予防指針」の全部が
改正。

・改正のポイントは、「人権の尊重」を第一に規定し、これを担保する重要な基盤
として、国民に広く「最新の科学的知見に基づく正しい知識」に基づいた理解が
重要であるとされた。

・さらに、「HIVに感染しているという理由だけで医療従事者や介護従事者等が診
療、サービスの提供等を拒否することや、消極的になること等はあってはならな
い」と明記された。
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３.高齢者施設等におけるHIV感染者等の受入れに関するアンケート調査
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【当課としては】
職員へのHIVに関する知識の普及啓発に取り組んでいきたい。
“今すぐに”というわけではなく、“今後を見据えて”できることから。
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３ パンフレット・研修会の周知

HIV感染症の介護マニュアル （香川大学医学部附属病院作成）

三つ折りパンフレット
（配布しやすいサイズ）

基礎知識/感染対策

＜ポイント＞
困ったときの相談窓口の明記
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令和８年度 中国・四国ブロック
高齢者施設のためのHIV感染症対策研修会

①日 時 令和８年９月４日（金） 14時00分～15時30分

②場 所 香川県庁本館12階大会議室 またはオンライン （ハイブリット開催）

③対象者 高齢者施設、訪問看護・介護事業所、その他療養支援に関係する福祉・医療職等

④内 容 ・HIVの基礎的な講義 （広島大学 藤井医師）
・高齢者施設等におけるHIV感染者等の受入れに関するアンケート調査の結果報告
（香川県感染症対策課）
・HIV陽性者の福祉施設での受入れ、施設における感染症対策
（香川大学医学部附属病院 内田医師）
・当事者の話 (HIV薬害訴訟原告団 橋本氏)
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